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1.　はじめに
　日本では、若者の「理科離れ」という現象が危惧
され始めて久しい1,2）。国際数学・理科教育動向調
査の 2007年調査（TIMSS2007）3）では、日本の小学
4年生のうち理科の勉強を楽しいと思う人の割合は
87%で国際平均の 83%を上回ったが、日本の中学
2年生では、理科の勉強を楽しいと思う人の割合は
58%で国際平均の 78%よりも顕著に低かった。理
科問題の平均得点は、小学 4年生で 36カ国中 4位、
中学 2年生で 48カ国中 3位と、学力では世界の
トップクラスにあるものの、中学生になると理科嫌
いの傾向がみられることが懸念される。また、2009
年に科学技術政策研究所が行なった調査4）により、
日本の成人は、米国・英国の成人に比べて、科学的
な課題に対する関心度が低いことが報告された。成
人女性のうち、年代別の内訳では、特に 20代で米・
英両国の同年代の女性に比べ、科学的な課題に対す
る関心度が低かった。
　こうした現状を踏まえ、若い女性に科学への関心
を高めてもらうためにどうしたらよいのかを模索し
た。独立行政法人科学技術振興機構（JST）は、科
学技術に関する知識の普及、国民の関心・理解の増
進を目指し、一般国民向けに様々なプロジェクトを
行なっている。その中の 1つとして、サイエンス
チャンネルという科学番組をインターネットで提供
している。家政系および文系の女子大学生を対象と
した自然科学系の教養科目「自然科学の歴史」の授
業の一部に、このインターネット教材を取り入れて
教育を行なった。
　本調査では、授業開始前と授業期間の終盤にアン
ケートを行ない、自然科学に対する女子大学生の意
識とその変化について調べた。
2.　方法
1）　調査対象
　「自然科学の歴史」を履修した、大妻女子大学家
政学部・文学部の 2年生
2）　調査方法
　2011年 9月 19日（初期アンケート : 93名）お
よび 2012年 1月 16日（最終アンケート : 75名）、
「自然科学の歴史」の授業の際に、アンケート調査
に協力してもらった。
3）　調査内容
　自然科学に対して抱いている興味や持っている知
識、インターネット教材に対する感想について聞い
た。
3. 　結果
　主要な質問と集計結果（少数第 2位を四捨五入）
は、次のようになった。ただし、初期アンケートの
結果は表に［初期］、最終アンケートの結果は表に
［最終］と示している。
　初期アンケートは、授業開始前に行なった。自然
科学に関する学生の基礎知識を知るために、高校で
学習した理科の科目を聞いた（表 1）ところ、化学
や生物を学習している人が多く、物理や地学を学習
している人は少なかった。
　授業の対象者が理系学生ではなく家政系・文系学
生であるため、自然科学に親しみを持ってもらう目
的で、授業では自然科学の原理だけではなく研究者
の素顔を紹介することに力を入れようと考えた。そ
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こで、まずは学生が知っている科学者について質問
をした（表 2）。「科学者と言えば、誰を一番に思い
浮かべますか」という質問に対して、高校では化学
や生物を履修している人が圧倒的に多かったにも関
わらず、エジソン、アインシュタイン、ニュートン
など、物理系の科学者を挙げる人が多かった。高校
で履修者の少ない物理系の科学者を挙げた人が多
かったためか、「その科学者の業績について説明で
きますか」という質問に対しては、「きちんと説明
できる」人は 0人、「まあまあ説明できる」人は約
2割に留まり、「あまり説明できない」「全く説明で
きない」「業績を知らない」という人が約 8割を占
めた（表 3）。自発的に名前を挙げてもらった科学
者についてでさえ業績を説明できない人が多いとい
う状況に、「理科離れ」の深刻さが顕われている。
「その科学者の人物像について知っていますか」と
いう質問に対しては、「よく知っている」人が 0人、
「まあまあ知っている」人が約 2割、「あまり知らな
い」「全く知らない」という人が約 8割（表 4）で、
業績に関する知識を聞いた結果（表 3）と同様の結
果であった。「その科学者については、いつ知りま
したか」という質問に対する回答では、「小学生の
とき」が 51.6%、「中学生のとき」が 32.3%で、他
の時期に比べ、多かった（表 5）。また、「その科学
者については、どのようにして知りましたか」とい
う質問に対しては、「学校の授業で」（43.0%）の次
に「テレビで」（28.0%）と答えた人が多く、「テレ
ビで」と答えた人が「本で」（19.4%）と答えた人
を上回っていたのが印象的であった（表 6）。
　次に、自然科学に関する疑問を持った際に、自分
で調べることがあるかどうかを質問した（表 7）と
ころ、インターネットで調べると答えた人が最も多
く、半数を超えた。「特に調べようとしない」人も
約 3割いた。自宅でのインターネットの使用頻度を
聞くと（表 8）、週に 3回以上使用している人が最
も多く、半数を超えた。「ほとんど使用しない」「自
宅にパソコンがない」と答えた人は 1割未満であっ
た。
　以上のような授業前の初期アンケートの結果を踏
表 1.　高校で履修した科目について ［初期］
　高校で履修した理科の科目を、以下の中からすべて選んで下さい。
 1. 理科基礎 40.9%（38人）
 2. 理科総合 A 48.4%（45人）  3. 理科総合 B 29.0%（27人）
 4. 物理 I 14.0%（13人）  5. 物理 II  1.1%（ 1人）
 6. 化学 I 73.1%（68人）  7. 化学 II 23.7%（22人）
 8. 生物 I 73.1%（68人）  9. 生物 II 25.8%（24人）
10. 地学 I 15.1%（14人） 11. 地学 II  2.2%（ 2人）
表 2.　科学者といえば ［初期］
　科学者と言えば、誰を一番に思い浮かべます
か。一人だけ挙げて下さい。
1位　エジソン 31.2%（29人）
2位　アインシュタイン 22.6%（21人）
3位　ニュートン 17.2%（16人）
4位　茂木健一郎  5.4%（ 5人）
5位　キュリー夫人  4.3%（ 4人）
  　　フレミング  4.3%（ 4人）　　
7位　メンデル  2.2%（ 2人）
  　　野口英世  2.2%（ 2人）
  　　田中耕一  2.2%（ 2人）
注）　 ただし、回答人数が 1人以下の少数回答は、
省略した。
表 3.　その科学者の業績について ［初期］ 
　その科学者の業績について、説明できます
か。最も当てはまるものを 1つ選んで下さい。
1. きちんと説明できる  0.0%（ 0人）
2. まあまあ説明できる 19.4%（18人）
3. あまり説明できない 46.2%（43人）
4. 全く説明できない 25.8%（24人）
5. 業績を知らない  7.5%（ 7人）
表 4.　その科学者の人物像について ［初期］
　その科学者の人物像（生い立ちや姿など）に
ついて、知っていますか。最も当てはまるもの
を 1つ選んで下さい。
1. よく知っている  0.0%（ 0人）
2. まあまあ知っている 18.3%（17人）
3. あまり知らない 37.6%（35人）
4. 全く知らない  41.9%（39人）
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まえ、学生が普段からよく利用し、疑問について調
べる際に最も多く用いられているインターネット
（表 7、8）を授業に取り入れた。また、科学者を
知ったきっかけの約 3割が「テレビで」であった
（表 6）ことから、映像教材が効果的であると考え、
インターネットの映像教材を探した。検討の結果、
科学技術に関する知識の普及に力を入れている科学
技術振興機構（JST）が提供している「サイエンス
チャンネル」という科学番組を取り入れることにし
た。「サイエンスチャンネル」では、科学技術に関
する様々な話題についての解説を、インターネット
上で無料で視聴することができる。「サイエンス
チャンネル」の番組の中から、偉大な科学者の人生
や業績を紹介している「偉人たちの夢」シリーズを
選択し、紹介されている百数十名の科学者の中か
ら、科学史上重要な 11名（ガリレオ、ハッブル、
ウェゲナー、ニュートン、アインシュタイン、ラ
ヴォアジェ、マリー・キュリー、レーウェンフッ
ク、メンデル、パスツール、レントゲン）を選んで
授業に取り入れた。授業期間の終盤に、学生に対し
て最終アンケートを行なった。最終アンケートで、
それぞれの教材についての感想を尋ね、結果を表 9
にまとめた。いずれの教材についても、「たいへん
興味深かった」「まあまあ興味深かった」と答えた
人が 7割を超えており、好評であった。「サイエン
スチャンネル」の番組は、科学技術をわかりやすく
一般市民に知らせるものが多く、自然科学に関する
疑問を解決する上で、有用である。今後の人生にお
いて、自然科学の理解のために活用して欲しいと考
え、授業中に、「サイエンスチャンネル」の紹介を
行ない、検索方法などを解説した。実際にアクセス
してみたかどうかを質問した（表 10）ところ、「ア
クセスしてみた」「今後アクセスしてみたい」と答
えた人が 64.0%、「今後もアクセスしないだろう」
と答えた人が 34.7%であった。
　授業の効果を調べるために、自然科学に対する意
識について質問し、初期アンケートと最終アンケー
トの両方に回答した 65人の学生を対象にして比較
を行なった（表 11）。「理科（自然科学）は好きで
すか」という問いに対し、「好き」「やや好き」と答
えた人が、初期アンケートでは 35.4%であったが、
最終アンケートでは 44.6%となり、やや増加した。
「嫌い」「やや嫌い」と答えた人は、初期アンケート
では 26.1%であったが、最終アンケートでは 21.6%
となり、若干の減少がみられた。
表 5.　その科学者を知った時期 ［初期］
　その科学者については、いつ知りましたか。
以下の中から 1つ選んで下さい。
1. 小学校入学以前  4.3%（ 4人）
2. 小学生のとき 51.6%（48人）
3. 中学生のとき 32.3%（30人）
4. 高校生のとき  8.6%（ 8人）
5. 大学生になってから  1.1%（ 1人）
表 6.　 どのようにしてその科学者を知ったか 
［初期］
　その科学者については、どのようにして知り
ましたか。
1. 学校の授業で 43.0%（40人）
2. 本を読んで 19.4%（18人）
3. テレビで 28.0%（26人）
4. 周りの人から聞いて  7.5%（ 7人）
5. その他  1.1%（ 1人）
表 7.　自然科学に関する疑問の解決方法 ［初期］
　自然や科学に関するちょっとした疑問（「何故空
は青いのか？」「相対性理論って何だろう？」など
…）を持ったとき、自分で調べることはあります
か？　以下の中から 1つ選んで下さい。
1. インターネットで調べる 55.9%（52人）
2. 本や文献で調べる  6.5%（ 6人）
3. 特に調べようとしない 30.1%（28人）
4. 調べたいが、調べ方がわからない  5.4%（ 5人）
5. 疑問を持つことがない  3.2%（ 3人）
表 8. インターネットの使用頻度 ［初期］
　自宅のパソコンで、インターネットを使用する頻
度はどれくらいですか。
1. 週に 3回以上使用している 55.9%（52人）
2. 週に 1回以上使用している 32.3%（30人）
3. 月に 1回以上使用している  5.4%（ 5人）
4. インターネットに接続しているパ
ソコンはあるが、ほとんど使用し
ない
 3.2%（ 3人）
5. 自宅にはインターネットに接続し
ているパソコンがない
 2.2%（ 2人）
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4.　考察
　日本の小学生は理科の勉強を楽しいと思っている
が、中学生になると、理科の勉強を楽しいと思う人
が大きく減る3）。自然科学への関心の低さは、日本
の成人にもみられる4）。こうした理科離れの現状の
中で、我々は、授業を通して学生たちに自然科学を
好きになってもらうことを目指している。そのため
の試みとして、学生たちにとって身近な手段であ
る、インターネット上の教材を授業に取り入れた。
アンケートの結果、用いたインターネット教材は好
評（表 9）で、自然科学を好き（「好き」「やや好
き」）な人も、授業前に比べ、わずかながら増加し
た（表 11）。
　しかし、授業で紹介した「サイエンスチャンネ
ル」の利用については、およそ 3人に 1人が「今後
もアクセスしないだろう」と答えた（表 10）。初期
アンケートにおいても、自然科学に関する疑問につ
いて、「特に調べようとしない」と答えた人が 3割
もいたことから、自然科学に対する学生の積極的な
関心を呼び起こすには、さらなる工夫が必要である
と考える。
　また、自然科学を嫌いな理由としては、「難しい
から」が圧倒的に多かった（表 12）。高校までの学
習内容が不均一な集団（表 1）を対象とした教育は
困難であるが、授業全体を通して、なるべくわかり
やすく自然科学を解説することで、今後も、学生に
自然科学を好きになってもらうことを目指したい。
表 10.　サイエンスチャンネルへのアクセス［最終］
　実際に、自分で「サイエンスチャンネル」にアク
セスしたことはありますか。
1. アクセスしてみた 12.0%（ 9人）
2. アクセスしていないが、今後ア
クセスしてみたい
52.0%（39人）
3. これまでもアクセスしていない
し、今後もアクセスしないだろ
う
34.7%（26人）
表 11.　自然科学に対する意識
　理科（自然科学）は好きですか。以下の中から 1
つ選んで下さい。
［初期］ ［最終］
1. 好き 10.8%（ 7人）  7.7%（ 5人）
2. やや好き 24.6%（16人） 36.9%（24人）
3. どちらでもない 38.5%（25人） 32.3%（21人）
4. やや嫌い 13.8%（ 9人） 15.4%（10人）
5. 嫌い 12.3%（ 8人）  6.2%（ 4人）
表 12.　自然科学を嫌いな理由［初期］
　表 11の問いに「嫌い」「やや嫌い」と
答えた人に聞きます。なぜそう思うので
すか？
1. 難しいから 90.9%（30人）
2. 興味がないから  9.1%（ 3人）
4. その他  0.0%（ 0人）
表 9.　サイエンスチャンネルの教材について ［最終］
　授業で用いたインターネット教材 :「サイエンスチャンネル」の番組について、答えて下さい。以下の
番組について、それぞれ最も当てはまるものを、1つ選んで下さい。
1. たいへん興味深かった　2. まあまあ興味深かった　3. 面白くなかった　4. 内容を覚えていない　
5. 見ていない（欠席などで）
ガリレオ 1. 29.3% 2. 65.3% 3.  1.3% 4.  2.7% 5. 1.3%
ハッブル 1. 18.7% 2. 62.7% 3.  5.3% 4. 12.0% 5. 2.7%
ウェゲナー 1. 12.0% 2. 62.7% 3.  8.0% 4. 12.0% 5. 5.3%
ニュートン 1. 20.0% 2. 69.3% 3.  4.0% 4.  4.0% 5. 2.7%
アインシュタイン 1. 34.7% 2. 58.7% 3.  2.7% 4.  4.0% 5. 0.0%
ラヴォアジェ 1. 20.0% 2. 56.0% 3.  6.7% 4. 14.7% 5. 4.0%
マリー・キュリー 1. 37.3% 2. 50.7% 3.  1.3% 4.  4.0% 5. 5.3%
レーウェンフック 1. 20.0% 2. 61.3% 3.  6.7% 4. 10.7% 5. 0.0%
メンデル 1. 22.7% 2. 62.7% 3.  6.7% 4.  6.7% 5. 0.0%
パスツール 1. 16.0% 2. 56.0% 3. 12.0% 4. 12.0% 5. 2.7%
レントゲン 1. 25.3% 2. 62.7% 3.  4.0% 4.  5.3% 5. 1.3%
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Summary
　The number of young Japanese who are losing interests of science is increasing.　Internet education materials 
seem to be very effective to them, because Internet is popular among them as a tool for self-education.　In order to 
check this proposition, I used the materials in the class of science history, and conducted questionnaire surveys 
before and after the class.　The followings were found by the survey :（1） many students showed interests in the 
Internet education materials supplied by JST （Japan Science and Technology Agency）, （2） rate of the students who 
like science slightly increased after the class.　However, it also became clear that about one third of the students 
were still inactive in self-education, and we need more efforts to inspire their interests in science.  
